






















































































。北海道帝国大学（1947 年 10 月 1 日付勅令により北海道大学）





















1950 年代の北大史で特筆すべき出来事は，第一に 50 年 5 月のイールズ闘争である。GHQ 民間情
報局教育顧問ウォルター・イールズは前年 49 年 7 月の新潟大学開校式以降，全国の大学を回り反共
演説を行っていた。北大来学直前の東北大学では学生たちの猛反発を受けている
（11）
。5 月 15・16 日の














1950 年代後半から 1960 年代後半まで，全国的な大学拡大政策のもと，北大も拡張期に入る。その
波頭に立ったのが 50 年から理学部長となり，54 年から 66 年まで学長を務めた杉野目晴貞である。
杉野目は 64 年から 66 年にかけて国立大学協会（国大協）の副会長でもあった。この時期に後述す
る新寮闘争，軍事研究反対闘争などが起こるが，それより先 58 年には警職法改正反対闘争，59 年
から 60 年にかけて日米安保条約改定阻止闘争が起こる。その象徴的人物として唐牛健太郎がいる。





6 月の全学連第 14 回定期大会で委員長に就任する。それまで全学連委員長はほとんど東大・京大出
身者だったので，唐牛の選出は異例だった。
60年安保闘争の前後，北大の学生運動も自治会の再建・結成などを基盤に活発になる。57年 10月
には反戦学生同盟支部が結成され（反戦学同自体の結成は 51 年 12 月），58 年 6 月に社会主義学生
















ついて，62 年 7 月に学徒厚生審議会答申「大学における学寮の管理運営の改善とその整備目標に
ついて」が出され，それに基づき，64 年 2 月に文部省は「学寮における経費の負担区分について」
を通達し，学生負担の強化に出た。これに対して，同年 11 月に全日本学生寮自治会連合（全寮連，
同年 6 月再建）が中央総決起集会を開き，負担区分通達・学寮管理規定案撤回を文部省に申入れる。





撃が始まる。66 年 6 月に新寮規則が制定され，この線で国大協学生問題特別委員会（委員長は京大
総長奥田東）委員だった杉野目学長は答申案をまとめ，同年 11 月の国大協総会における「学生問
題に関する所見」となる。学生問題所見は 67 年 9 月に学生問題特別委員会編「学生問題に関する資
料」となり，全国の国立大学に頒布された。戦後間もなくの大学制度改革案といい，今回の学生問
題所見といい，北大が全国の大学運営に及ぼした影響は小さくない。北大寮自治会連合（寮連，55
年結成・58 年再建）は新寮規則反対闘争に立つ。66 年 9 月から 10 月にかけ恵迪寮はじめ 4 寮は新


































































































前出『軍学協同の現状』は，12 年に及んだ杉野目体制を「文部省下請けの 「人事体制」 であると
































前述したように 1960 年代前半の学生運動は必ずしも停滞していたわけではないが，北大新聞 67





67 年 10 月 8 日の佐藤首相ベトナム訪問阻止闘争（第一次羽田事件）では京大生が死亡した。あ
る女子学生は「これからは学生運動が盛んになるのかな」と思ったという
（37）
。11 月 12 日の佐藤首相
アメリカ訪問阻止闘争（第二次羽田事件）では 300 名以上の検挙者が出た。66 年以降，北大では教
養部自治会選挙や寮連選挙に反戦闘争委員会（日本革命的共産主義者同盟革命的マルクス主義派：






羽田事件の衝撃は大きかった。さらに 68 年 1 月には長崎県佐世保で米原子力空母の寄港に反対
するエンタープライズ寄港阻止闘争（後述）が起こる。こうした反戦運動の高揚のなか，翌 2 月に
教養部自治会選挙が行われ，副委員長は民青系が勝利したものの，委員長選挙は決戦投票となり，





と比べると，民青系は 665 票に 100 票余を上乗せし，三派






























1960 年代後半，ベトナム戦争は多くの学生の関心を呼んだ。北大では 66 年 10 月 19 日付で北大労
働問題研究会が［ベトナム戦争と 10・21 スト］K を出しているのが早い例だが，ベトナム反戦ムー
ドは 68 年 1 月のエンタープライズ寄港阻止闘争（エンプラ闘争）で一挙に高まる。学連は［米原子
力艦船の佐世保入港を許すな！］K のビラを配り，教養部自治会はエンタープライズ「寄港」反対
全学集会を開いている。文学部では［討議資料　エンタープライズ米原子力艦船入港を許すな！］

















学連系も［北大を真理と民主主義の砦に! !］K を出し，5 月 23 日の全道学生統一行動，6 月 1 日
からの第 10 回北大祭に向けて訴えた。北大祭パンフレット K は「見つめよう真実を　担おう未来
を」をスローガンに，「ベトナムに飛びたつ侵略機　高まる軍国主義復活の足おと　世界の友と呼び
かわし　祖国に平和と民主主義を　今こそ，心を，行動を一つに　学園のすみずみから学問文化の











































札幌ベ平連および北大ベ平連の正式結成は同年 11 月である。同年 12 月 8 日に札幌市民会館でい




の方が活発だった。67 年 5 月 26 日には札幌ベ平連主催の「ベトナムを考える夕べ」が開かれてい
るが，参加者に「学生が少なかった
（56）
」。6 月のデモも北大生を中心に 30 名ほどでしかなかった。
札幌ベ平連の活動が大きく転換するのは，68 年 6 月の「ベトナム反戦全国行動月間」，いわゆる
「六月行動月間」である。北大では南ベトナム解放絵画展，ベトナム反戦・一週間連続学内デモ，ベ
トナム反戦・北大対話集会がもたれ，15 日の北大統一行動には約 500 名が参加し，市中デモを行っ
































第一：67 年 10 月 8 日の羽田事件に影響を受けてクラス反戦は誕生した。
第二：68 年 4 月 26 日の国際反戦デーにクラス反戦はベ平連と共同行動をとる。










第五：68 年 9 月 13 日にクラス反戦大集会が開催され，クラス反戦連絡会議が発足する。組織原
則は，①個人の主体性を保障する，②連絡会議は各クラス反戦の連合体とする，③決議方

















1969 年 1 月 18・19 日の東大安田講堂攻防戦は北大の学生にも大きな衝撃をあたえた。19 日には
北海道労学集会が 120 名の参加で開催され
（64）

































































































堀内学長は 4 月 26 日に学生のバリケード封鎖を未然に防ぐために「教職員へ告ぐ
（86）































































































































反帝学評である。4 月末から 5 月にかけて，「大衆的全共闘運動」の構築をかかげている
（99）
。
5 月に入り，五派連合と革マル派は学長団交で三項目要求― ①4・14 学長告示，4・26 学長通達を
撤回せよ，②4・28 の学内戒厳令を自己批判せよ，③一切の処分策動をやめよ― をつきつけた。以





































































ベ平連はどうしていたのか。4 月 26 日の羽仁五郎講演会開催をはじめ，毎週金曜夜に定例会を



































ら，一歩脱皮したものであった」と総括された。自主講座には毎回 100 ～ 150 名の参加者があった
が，「大衆に対するサービス機関」化という反省も出された。クラス反戦連合系の教養部闘争委員会












































。学科単位の動きも起こっている。5 月 29 日には文学部日本史専修科学生が決議［大
学立法粉砕・中教審答申粉砕・文学部民主化推進のための闘いを全文学部人は団結して闘おう! !］K
を発表している。目を引くのが学科の全構成員 122 名が大学立法反対声明をあげた工学部建築工学




その後，6 月 23 日第一回北大一万人集会，7 月 1 日第二回北大一万人集会，同 12 日第三回北大
一万人集会，同 26 日立法徹底粉砕全北大集会，8 月 2 日第四回一万人集会と続く。同法は 8 月 3 日
に強行採決されるが，翌 4 日の北大共闘主催抗議集会は立法反対の意志を表明した。これらの全学









一方，6 月 15 日には全国的に反戦・反安保・沖縄闘争勝利六・一五統一集会がもたれ，札幌でも
①北海道反戦青年委主催集会に反帝学評系 300 名の参加，②革マル派集会に 300 名の参加，③反日
共系学生（革マル派・反帝学評を除く）・中央反戦主催集会に 1000 名の参加が見られ，とくに③は
札幌駅前で 4000 名近い大集会となり，夜遅くまで 2000 名のデモが続いた
（125）
。








教養部封鎖は 11 月まで続くが，さらに 7 月 4 日には学部共闘（理闘委，獣反戦，経闘委，法反戦，
工共闘，農反戦，文共闘，教育反戦，医自治評），C 闘委，全学助手院生会議の本部封鎖，同 10 日
に革マル派の図書館封鎖，8 月 17 日に社学同・社青同・反戦青年委の文系四学部封鎖，9 月 17 日に
医学闘の医学部管理棟封鎖
（128）
，同 25 日に C 闘委の古河講堂（教養部仮事務室）封鎖，10 月 4 日に全















。前掲『11・8 裁判闘争記録Ⅱ』は 8 月








全国的にはかなり遅咲きの全共闘だったが（九大全学共闘会議準備会結成大会も 9 月 3 日開催と


















北大新聞によれば，北大全共闘の正式結成は準備会発足から 2 か月近くも経った 10 月 9 日であ
る。封鎖中の法文系軍艦講堂に 250 名が参加して結成大会を開いた。議長団は C 闘委・学部共闘が



































































































































































































































































































夏休み中封鎖は続いたが，9 月 18 日に教養部の授業が 118 日ぶりに再開された。同 26 日には文
学部学生大会で封鎖反対決議があがる
（169）













この勢いが 10 月 21 日の国際反戦デー闘争につながり，全共闘 500 名，革マル派 500 名，ベ平連










































8 月中旬以来，文系四学部の封鎖が続いていたが，10 月 9 日に封鎖反対・自主退去を求める文系
総決起集会が開かれている
（180）






































。結果的に 11 月 8 日に機動隊が導
入され，事務局・図書館・教養部・旧学生会館の封鎖解除となるが，機動隊導入は大問題だった。65




」を見てみよう。日付が確定できないが 10 月 15 日から同 20 日の間に出された第
2 号には 20 日の学生大会開催を前に決起を促し，「「お互いがお互いの足を引っ張るような活動はや
めよう」」とか，「今までの活動の主要な弱点は何か？　それは，同盟全体に 「やる気」 がないこと
ではなくして，むしろその 「やる気」 に答える適切な方針と指導の欠如である」と記されている。
機動隊導入直前の 11 月 6 日付第 3 号も夏休み以降，活動が「息切れ」状態で「目に見える運動全体





11 月 8 日の機動隊導入への抗議も込めた佐藤訪米阻止労農学総決起集会が翌 9 日に北大全共闘・
札幌医科大学自治会・反戦青年委・ベ平連の主催で開催される。全道各地の地区反戦やマスコミ反戦
をはじめ，反戦高協，反戦高連（反戦高校生連絡会議，革マル系），高安闘委（高校生安保闘争委員
会，ブント系），高校ベ平連など参加者は 2000 名にのぼり，最高時には市民も合わせ 3000 名まで
膨れた
（188）





11 月 13 日のストは 1500 名の参加
（190）








12 月 23 日の臨時評議会告示は暴力行為・不法行為即「有効適切な措置」，すなわち機動隊導入を明
らかにした。















花崎の思いは重なる。花崎は 1969 年 5 月 29 日，東京・文京公会堂で開かれた「大学を告発する・
全国大学教員報告集会」に北大から唯一人参加した。帰札後，北大新聞に前掲「北大 1969 年 4 月―
8 月　私はこう考える」（九月一日付）を載せる。


















































































































































変っていない文部省大学」だと論ずる。いわば 69 年 10 月の座談会からさらに開き直って，「文部省
に命令されて，とかじゃなく大学内部から現在の体制の矛盾というものを体制的に改ためてゆくと
いう，そういう性格の大学」だと北大の革新性を一蹴して，改革性を否定している。
これらの座談会と並行して生まれたのが解放大学運動である。北大新聞 70 年 3 月 15 日付に花田
圭介は「なぜ 「解放大学運動」 を始めたか」を寄せている。花田は 69 年 11 月 8 日の機動隊導入に
よる封鎖解除以来，花崎と話し合いを重ね，12 月に解放大学運動（通称「ハナハナ大学」）を立ち
上げたという。「解放大学運動（仮称）を始めるにあたって」と題された文章は次のように論じてい



















花崎皋平は北大本部封鎖事件裁判（70 年 2 月～ 71 年 9 月）で被告人の全共闘学生 4 名の特別弁
















































































































































語る。北大闘争は「政治の季節」が始まった 68 年初めからでも 3 年近くが経過しようとし，運動の
継続は困難になりつつあった。
全共闘からの展開ではないが，注目すべき動きとして次の二つもある。ひとつは，右派学生運動

















70 年 6 月 10 日に北海道解放大学出版会から写真集『北緯 43 度　荒野に火柱が』（前掲）が刊行さ
れる。69 年 4 月から一年間にわたる闘いの様子を百数十枚の写真によって再現している。撮影集団
は『写真に何が可能か』を名乗ったが，当初より運動の記録化を意図していたことがわかる。
























「楡苑」とは北大を指す。創刊号には 70 年 2 月の滝田修講演「戦士の条件」が載っているので，
同誌も京大との関係がうかがえる。また第 3 号（70.12. 25）には高橋源一郎「黙否録（一）」が載っ
ている。横浜国大グループとのつながりもあったものと思われる。このような他大との連絡関係も




























































年後半から 69 年前半にかけてであり，エポックは 69 年 4 月の入学式事件である。全共闘の結成準
































































（ 2 ）―― 藤原一暢「北海道大学農学部学生運動史」『北
海道大学大学文書館年報』第４号。
（ 3 ）―― 元北大職員による 1969・1970 年制作記録映画
『激動の北大史』が上映された。
（ 4 ）―― 「北大五・一六集会報告集」編集委員会編『蒼















刻版，第三・四巻，大空社，1989 年）1947 年 11 月 22
日付「新制大学制度案に就て　初の全学討論会」（以下，
日付は 47.11. 22 と略記），同 49.6. 20 堀内壽郎「ふしぎ
なかべ」，参照。
（ 8 ）――前掲『北大百年史・部局史』463 ～ 464 頁。
（ 9 ）――北大新聞 50.10. 1「赤色教員追放表面化」。
（10）――堀内の大学観・学問観は，北海道帝国大学新聞
（『北海道大学新聞』復刻版，第三巻，大空社，1989 年）
46. 12. 10「大学と社会」，北大新聞 49. 12. 6「〝技術以前〟
の問題」，同 51. 10. 20「卑屈にして傲慢な植民地性の放






















同 50. 10. 12「後任学長に島教授」，同 54. 9. 15「学長改選
近づく」，同 54. 10. 21「新学長に杉野目教授」，同 58. 9. 30
「学長選挙始まる」，同 58. 10. 25「杉野目氏再選さる」，前
掲『北大百年史・通説』393～394，400 頁，北海道大学
百二十五年史編集室編『北大百二十五年史・通説編』北海















討究』第 61 巻第４号，2011 年，同「北大・1950 年代の
政治と学問」『 商学討究』第 62 巻第１号，2011 年，今
西一・河野民雄「白鳥事件と北大―高安知彦氏に聞く
―」『商学討究』第 63 巻第１号，2012 年，渡部富哉
『白鳥事件　偽りの冤罪』同時代社，2012 年，中野徹三
「1950 年前後の北大の学生運動」『大原社会問題研究所
雑誌』第 651号，2013 年，梁田政方「中野徹三 「北大のイー
ルズ闘争」 論に反論する」『大原社会問題研究所雑誌』


























（19）――北大寮連第 16 期執行委員会 66.2『討論資料　
新寮問題』K，北大学連第３期執行委員会・北大寮連第




（20）――67.4. 24 海野正次宛堀内書簡，文：堀内 F-23。












（29）――前掲『恵廸寮史』第 2 巻，712 頁。
（30）――読売新聞 68.11. 16「北大に 「全学協議会」　対
話の場へ学長が私案」。
（31）――前掲『北大百年史・通説』333 頁。なお，北大



































（44）――北大新聞 68.6. 1「低調な討論に終る　5.28 に C
学生集会」。
（45）――北大新聞 68.10. 15「C 選挙　民青系，権力を維
持」。























たか」Review of Asian and Pacific Studies  No.40，成
蹊大学，2015 年，参照。
（53）――花崎皋平「「最底辺の辺境」 を知る先達」『梅
本克己著作集』第 10 巻・月報 10，三一書房，1978 年。
（54）――『ベ平連ニュース』66.6. 20 第 10 号。
（55）――『ベ平連ニュース』68.3. 1 第 30 号。

















（61）――『ベ平連ニュース』68.10. 1 第 37 号。「反戦と
変革に関する国際会議」を中心にベ平連を論じた最新の
論考として，平井一臣「1968 年のベ平連―生成・共振・







































自治」『教育学研究』第 36 巻第 4 号，1969 年，神田光啓
「教育学部における 「讒言・密告事件」 と 「全構成員自治」
への民主的改革」前掲『蒼空に梢つらねて』，参照。



















（79）――道新 69.4. 10 夕刊「朝のハプニング　北大騒然」。
（80）――道新 69.3. 3 夕刊「平穏ながら〝紛争〟のカゲ」，













比較政治学的考察』第 9 号，2007 年，同「ドイツの 「1968
年」 を振り返る―50 年後の視点からこの時代をどう捉
えるか―」『思想』第 1129 号，2018 年，参照。
（86）――前掲『北大百年史・通説』1181 頁。
（87）――前掲『北大百年史・通説』1181 頁。















（93）――第 11 回北大祭全学実行委員会，69.4. 16K。











（97）――教養クラス反戦連合 69.4［4・26 国際反戦 4・
28 沖縄連続闘争に結集せよ！］K。


















よる鉄槌を！］前掲『恵廸〔迪〕寮史』第 2 巻，747 頁。
（103）――C15クラス闘争委員会連名ビラ［労働者，市民，
学生諸君への闘う学生からのアピール］前掲『恵廸〔迪〕





























































































































（129）――北大新聞 69.8. 15 論説「北大闘争の今日的課
題とは」。

























野徹三小論」『クリティーク』第 2 号（青弓社）1986 年，
45～46 頁。のち同『意識の哲学』批評社，1987 年，所収。
（141）――民青文学部班 69.10［強固な統一戦線を結成


























（149）――（教養部）１年 12 組 69.5［「未来への不安」
との結合から新しい運動へ］T。
（150）――北大新聞 69.9. 1。のち『Nein 逆光の思想』
69.11. 18 創刊号（北海道大学出版会）に「造反の覚え書
き　北大・一九六九」と改題改稿のうえ転載。























































（165）――69.6. 9 書簡，文：堀内 358E-23。
（166）――69.7. 18 北学寮生宛書簡，文：堀内 0025F-25。
（167）――文学部反戦 69.5［5.16 学長団交へ結集せよ！］
K。










（172）――北大新聞 69.10. 15「10・11 月へ総決起」。
（173）――北大新聞 69.11. 1「10・21 戒厳令下の闘い」。


































（186）――北大新聞 69.11. 15「11・6 自民党道連を一時占
拠」。
（187）――遅くとも 1969 年 10 月中旬より出され，読了
後焼却とされた秘密書類である。69.11. 14『内報』第 5 号。
（188）――北大新聞 69.11. 15「11・9　初の労農学市民共
闘実現」。
（189）――道新 69.11. 11 夕刊「近日中に教養部奪還闘争
へ　北大全共闘が方針」。














掲『恵廸〔迪〕寮史』第 2 巻，775～778 頁。
（198）――前掲『北大百年史・通説』1200～1201 頁。
（199）――教育院協『旗は焼かれても』69.9. 8 № 11「花
崎・石坂氏らの 「要請」 署名の論理を批判する」K，同
69.9. 11 № 12「教育学部における民主的変革の経過と今
後の展望」K。
（200）――北大新聞 69.9.15 奥山次良「『All Power To 
the People』―『北大中間総括』を読んで―」，前掲『恵
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The Hokkaido University Struggle occurred in the latter half of the 1960s amidst the outbreak 
of the post-war struggle for democracy, the anti-Vietnam War movement, the various conflicts that 
erupted in universities, and the frequent confrontations and skirmishes between party factions. This 
thesis aims to elucidate the universality, the individuality, and the distinctiveness of the Hokkaido Uni-
versity Struggle through an in-depth analysis focused on the copious quantities of flyers distributed on 
the campus and documents pertaining to the University President of that time, while tracking reports 
published in student newspapers, as well as the feelings expressed by students and staff members.
The Hokkaido University Struggle appeared to be behind the times, but in the post-war democra-
tization of universities, this university played a pioneering role by presenting a nationwide reform plan 
of the university system in 1947. The 1950 protest against W.C. Eells involving the university is also 
well known. The movement for the democratization of universities is retrospectively seen as a glorious 
episode of “reform” even in the midst of the Hokkaido University Struggle in the late 1960s. However, 
in conditions similar to other universities, the anti-war movement, the autonomy of student dormito-
ries, and military research became problematic. As an aspect of the democratization of universities 
and the focus on the resolution of the numerous university conflicts that had picked up speed from 
the mid-1950s to the mid-1960s, the office of the “University President of Reform” was instituted in 
1967. After the establishment of this post, the Hokkaido University Struggle took the following three-
pronged form: 1. The “University President of Reform” led the path to the democratization of universi-
ties supported by the students associations and the teachers’ union; 2. This move was opposed by the 
proponents of the dissolution of universities, headed by Class Anti-War Coalitions, All-Campus Joint 
Struggle League, and the New Left that criticized democratization and questioned the very existence 
of universities; 3. “Rebel” teachers were positioned to extensively reform universities from within 
through the university liberation movement, among other endeavors.
The Hokkaido University Struggle peaked not in 1968 but in 1969, with the actors who participated 
in the three above mentioned ways locked in fierce confrontations and with complex structures also 
being conceived within each division. Unyielding revolutionary ideas and the inclination for violence 
could be observed in the proponents of democratization; anti-Marxist tendencies and romanticism 
KAWANISHI Hidemichi
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became visible in the anti-war lobby; and the principles of defeatism and resignation took hold of the 
rebel teachers.
The Hokkaido University Struggle could not evolve fully within the political circumstances of the 
1960s and the 1970s in terms of the lineage of the post-war democratization and the popularization of 
universities. Historically, the university as an entity was confined to the function of acting as an im-
mense intellectual authority within the local community. Thus, it could not take the shape of an inde-
pendent unit of social change.
Key words: The Hokkaido University Struggle, Democratization of Universities, University President 
of Reform, Class Anti-War Coalitions, All-Campus Joint Struggle League
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